
 
 

 

「甘
木
線
と
我
が
家
の
歴
史
」 

本
間 

百
合
子 

 
 

 

平
成
三
年
三
月
、
私
達
一
家
は
久
留
米
市
か
ら
、
旧
三
井
郡
北
野
町
に
移
り
住
ん
だ
。 

 

西
鉄
甘
木
線
大
城
駅
か
ら
徒
歩
六
～
七
分
、
次
の
金
島
七
号
踏
切
か
ら
ほ
ぼ
三
分
位
の
沿

線
に
、
私
達
の
新
し
い
住
ま
い
は
あ
った
。 

 

そ
の
日
か
ら
、
甘
木
線
と
私
達
家
族
の
歴
史
は
始
ま
った
。 

 

当
時
、
長
女
は
小
学
四
年
生
、
長
男
は
三
年
生
で
、
学
校
前
駅
の
宮
ノ
陣
小
学
校
か
ら
、
金

島
駅
の
前
に
あ
る
金
島
小
学
校
へ
転
校
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
た
が
、
終
業
式
間
近
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
、
三
月
一
杯
は
宮
ノ
陣
小
学
校
に
通
い
、
四
月
進
級
と
同
時
に
金
島
小
学
校
へ
転
校

す
る
事
に
し
た
。 

 

娘
と
息
子
は
自
分
達
だ
け
で
電
車
登
校
す
る
の
は
初
め
て
の
経
験
で
、
心
細
く
不
安
な
表
情

を
し
て
い
た
。
大
城
駅
か
ら
学
校
前
駅
ま
で
距
離
に
し
て
八
キ
ロ
、
時
間
に
し
て
十
分
余
り
と
い

う
も
の
の
、
緊
張
気
味
の
子
供
達
に
は
途
方
も
な
く
長
く
感
じ
ら
れ
た
よ
う
だ
った
。 

 

あ
る
日
弟
の
方
が
、
切
符
を
何
度
も
確
認
す
る
う
ち
に
失
く
し
て
し
ま
った
ら
し
く
、
姉
と
二

人
で
ど
う
し
た
ら
降
り
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
悩
ん
だ
と
い
う
事
が
あ
っ
た
。
や
っ
と
の
思
い
で
駅

員
さ
ん
に
本
当
の
こ
と
を
伝
え
、
「こ
れ
か
ら
気
を
つ
け
な
さ
い
」と
通
し
て
も
ら
った
時
の
二
人
の

安
堵
の
表
情
が
浮
か
ぶ
。
そ
の
頃
我
が
家
は
久
留
米
市
内
で
青
果
業
を
営
ん
で
お
り
、
夫
は
朝

早
く
市
場
に
出
か
け
、
運
転
免
許
の
無
い
私
は
、
子
供
達
が
学
校
に
行
った
後
、
甘
木
線
の
電
車

で
店
に
通
う
の
が
日
課
に
な
った
。 

 

あ
る
朝
、
娘
が
登
校
前
に
吐
き
気
を
も
よ
お
し
元
気
が
な
い
。
転
校
し
た
ば
か
り
で
情
緒
不

安
定
の
う
え
、
内
気
な
性
格
で
ク
ラ
ス
に
な
じ
め
ず
、
も
し
か
し
た
ら
不
登
校
の
前
兆
で
は
な
い

か
と
心
配
に
。
私
は
、
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
わ
せ
、
久
留
米
駅
ま
で
一
緒
に
行
き
近
く
の
小
児
科

に
診
せ
た
あ
と
、
甘
木
行
き
の
電
車
に
乗
せ
た
。 

「金
島
駅
で
降
り
な
さ
い
。
学
校
に
電
話
し
て
お
く
か
ら
、
ち
ゃ
ん
と
学
校
に
行
く
の
よ
。
」 

娘
は
元
気
は
な
い
も
の
の
、
健
気
に
も 

「う
ん
」 

と
首
を
た
て
に
振
った
。
可
哀
想
で
張
り
裂
け
る
よ
う
な
胸
の
思
い
を
隠
し
て
電
車
を
見
送
り
、

仕
事
場
へ
と
向
か
った
。
親
も
子
も
試
練
の
時
だ
った
。 

 

子
供
達
が
小
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
の
三
年
間
は
学
校
行
事
の
度
に
、
店
を
ぬ
け
て
甘
木
線

で
学
校
に
か
け
つ
け
、
多
忙
な
時
期
で
は
あ
った
が
楽
し
く
過
ご
せ
た
時
期
で
は
あ
った
。 

 

あ
れ
か
ら
三
十
三
年
、
娘
は
二
児
の
母
に
、
息
子
は
三
児
の
父
と
な
った
。 



 

平
成
十
八
年
七
月
、
娘
は
里
帰
り
し
て
き
て
長
男
を
出
産
し
た
。
初
孫
の
誕
生
で
あ
る
。 

 
こ
の
孫
息
子
が
無
類
の
電
車
好
き
だ
っ
た
。
ま
だ
言
葉
も
出
な
い
一
才
足
ら
ず
の
頃
か
ら
、
我

が
家
に
来
る
度
、
電
車
の
気
配
を
感
じ
る
や
何
を
し
て
い
て
も
“
ハ
ッ
”と
身
が
ま
え
た
。
私
の
側
に

来
て
、
電
車
を
見
に
行
こ
う
と
せ
が
み
、
外
に
出
た
が
っ
た
。
金
島
駅
あ
た
り
か
ら
下
り
電
車
の

“
カ
ン
カ
ン
カ
ン
”
と
聞
こ
え
て
く
る
と
、
私
は
孫
息
子
を
ベ
ビ
ー
カ
ー
に
乗
せ
て
金
島
七
号
踏
切

ま
で
走
り
、
下
り
電
車
に
、
孫
と
一
緒
に
手
を
振
る
の
だ
った
。
運
転
手
さ
ん
は
白
い
手
袋
で
敬

礼
を
し
て
下
さ
っ
た
り
、
笑
顔
で
手
を
振
っ
た
り
、
中
に
は
軽
く
“
ホ
ワ
ー
ン
”
と
警
笛
を
鳴
ら
し

て
下
さ
っ
た
り
の
神
対
応
に
孫
は
大
喜
び
だ
っ
た
。
甘
木
線
は
三
十
分
間
隔
で
通
る
の
で
、
上
下

線
十
五
分
お
き
に
通
過
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
十
五
分
間
、
線
路
沿
い
に
散
歩
を
し
て
は
反

対
側
か
ら
来
る
電
車
に
手
を
振
っ
て
家
に
戻
る
。
何
度
繰
り
返
し
て
も
孫
は
一
向
に
飽
き
る
こ

と
も
な
く
、
気
付
く
の
が
遅
れ
て
、
電
車
の
音
が
近
づ
く
と
、
急
げ
急
げ
と
せ
か
さ
れ
ベ
ビ
ー
カ

ー
を
押
す
手
に
力
を
こ
め
て
走
った
。
電
車
に
手
を
振
る
光
景
は
小
学
校
に
入
る
頃
ま
で
続
き
、

「ま
だ
手
を
振
って
る
の
。
」 

と
知
人
に
呆
れ
ら
れ
る
程
だ
った
。
そ
の
孫
も
今
年
は
受
験
生
だ
。 

 

西
鉄
甘
木
駅
開
業
百
周
年
の
め
で
た
い
記
念
の
年
に
、
共
に
三
十
三
年
の
月
日
を
刻
ん
だ
こ

と
は
感
慨
深
い
。
我
が
家
の
歴
史
と
共
に
西
鉄
甘
木
線
の
電
車
は
こ
れ
か
ら
も
走
り
続
け
る
。 

 

人
々
の
人
生
を
、
歴
史
を
の
せ
て
。 

  


